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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・グロー

バル・グロース・オポチュニティーズ（年⾦つみた
て向け）」は、このたび第24期の決算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 
 
 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
無期限。ただし、信託約款所定の事由が生じたとき
は、信託契約を解約し、信託を終了（償還）すること
があります。 

運 用 方 針 信託財産の成⻑を図ることを目標に積極的な運用を
⾏います。 

主 要 
運 用 対 象 

ア ラ イ ア ン ス ・ バ ー ン ス タ イ ン ・ 
グ ロ ー バ ル ・ グ ロ ー ス ・ 
オポチュニティーズ（年⾦つみたて向け） 

アライアンス・バーンスタイ
ン・グローバル・グロース・オ
ポチュニティーズ・マザーファ
ンド受益証券を主要投資対象
とします。 

アライアンス・バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ グ ロ ー ス ・ 
オポチュニティーズ・マザーファンド 

世界各国の株式（日本株を含み
ます）を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

ア ラ イ ア ン ス ・ バ ー ン ス タ イ ン ・ 
グ ロ ー バ ル ・ グ ロ ー ス ・ 
オポチュニティーズ（年⾦つみたて向け） 

①株式への実質投資割合は、制
限を設けません。 

②外貨建資産への実質投資割合
は、制限を設けません。 

アライアンス・バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ グ ロ ー ス ・ 
オポチュニティーズ・マザーファンド 

①株式への投資割合には、制限
を設けません。 

②外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 

(1)毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配
を⾏います。 
①分配対象額は、経費控除後の利⼦・配当等収益

および売買益（評価益を含みます。）等の全額
とします。 

②分配⾦額は、委託者が基準価額⽔準、市場動向
等を勘案して決定します。ただし、分配を⾏わ
ない場合もあります。 

(2)留保益の運用については、特に制限を設けず、「基
本方針」および「運用方針」に基づき元本と同⼀
の運用を⾏います。 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
グロース・オポチュニティーズ（年⾦つみたて向け） 
愛称 つみたてGGO 
追加型投信／内外／株式 
第24期(決算日2025年７⽉22日) 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

20期(2021年８月２日) 29,624 0 40.6 1,010,477 41.7 95.5 － － 7,155 

21期(2022年７月20日) 28,952 0 △ 2.3 1,106,612 9.5 94.5 － － 7,728 

22期(2023年７月20日) 33,544 0 15.9 1,319,683 19.3 95.9 － － 8,665 

23期(2024年７月22日) 40,886 0 21.9 1,761,768 33.5 96.6 － － 10,235 

24期(2025年７月22日) 40,690 0 △ 0.5 1,916,113 8.8 97.1 － － 10,133 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2024年７月22日 40,886 － 1,761,768 － 96.6 － － 

７月末 39,572 △ 3.2 1,686,099 △4.3 94.9 － － 

８月末 39,220 △ 4.1 1,657,350 △5.9 97.0 － － 

９月末 39,294 △ 3.9 1,678,645 △4.7 97.4 － － 

10月末 41,560 1.6 1,798,012 2.1 96.5 － － 

11月末 40,705 △ 0.4 1,805,625 2.5 97.2 － － 

12月末 41,177 0.7 1,879,256 6.7 99.3 － － 

2025年１月末 41,386 1.2 1,883,775 6.9 97.8 － － 

２月末 37,818 △ 7.5 1,786,548 1.4 97.8 － － 

３月末 36,095 △11.7 1,725,326 △2.1 96.9 － － 

４月末 34,658 △15.2 1,653,233 △6.2 96.5 － － 

５月末 37,669 △ 7.9 1,770,598 0.5 95.5 － － 

６月末 39,526 △ 3.3 1,851,557 5.1 97.6 － － 

(期  末)        

2025年７月22日 40,690 △ 0.5 1,916,113 8.8 97.1 － － 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 
（注） 月末は、各月の最終営業日です。 
 
※ベンチマークについて 
当ファンドのベンチマークは「MSCIワールド・インデックス（配当金込み、円ベース）」です。「MSCIワールド・インデックス（配当金込
み、円ベース）」は、原則として基準価額計算日前日付のMSCIワールド・インデックス（配当金込み、米ドルベース）の値を、委託会社が
計算日付の為替レート（株式会社三菱ＵＦＪ銀行が発表する対顧客電信売買相場の仲値）を用いて円換算したものです。 
当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金つみたて向け）(以下

「当ファンド」ということがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2024年７月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、MSCIワールド・インデックス（配当金込み、円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は、前期末比で下落しました。ベンチマークであるMSCIワールド・イン

デックス(配当金込み、円ベース)との比較では、同インデックスを下回るパフォーマンスとなりました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・ 情報技術関連や資本財・サービス関連などの保有銘柄の価格上昇 
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下落要因 

・ ヘルスケア関連などの保有銘柄の価格下落 

・ 円高米ドル安となったこと 

 

  
【株式市場】 

世界の株式市場は、前期末比で上昇しました(米ドルベース)。 

 

期初は米国の景気減速懸念から下落しましたが、その後は欧米の利下げ観測などを背景に反発し、2025年２

月中旬にかけては、主要中央銀行による利下げ実施や良好な企業決算、米トランプ政権の政策による経済成長

加速への期待などを背景に上昇基調で推移しました。しかし２月下旬以降は、米国の関税政策をめぐる懸念か

ら下落に転じ、４月初めには、米国が発表した想定以上に厳しい相互関税を受けて世界的な景気減速懸念が生

じ、下落幅がさらに拡大しました。その後、相互関税の一時停止を受けて上昇に転じ、６月上旬にかけては、

米国と主要貿易相手国間の関税協議が進展するとの期待や、米国ハイテク株の上昇から堅調に推移しました。

６月中旬に、イスラエルによるイランへの攻撃により中東情勢の緊迫化が懸念されたものの、その後は停戦合

意や米国の早期利下げ期待、米国経済の底堅さを示す経済指標を背景に、上昇基調を維持しました。 

 

【為替市場】 

前期末比で円高米ドル安となりました。 

 

2024年９月下旬にかけては、米国の利下げ期待から円高米ドル安が進行しました。その後は、米国の景気刺

激策によるインフレ再燃への警戒感や財政悪化懸念から米国金利が上昇したことから、円安米ドル高基調で

推移しました。2025年１月下旬から４月中旬にかけては、日本銀行(日銀)が追加利上げを決定したことや、米

トランプ政権による相互関税が嫌気されて米ドル売りが進んだことから、円高米ドル安となりました。４月下

旬から５月半ばにかけては、世界的な貿易摩擦の緩和期待から米ドルがやや買い戻されましたが、その後６月

末にかけては１米ドル＝145円前後でのレンジ内で推移しました。７月に入ると、米国長期金利の上昇を背景

に日米の金利差拡大が意識され、円売り米ドル買いの流れとなりました。 

 

  
【当ファンド】 

当ファンドは、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファ

ンド(以下「マザーファンド」ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が

高いと判断されるセクターにおいて、環境や社会志向等の持続可能な成長が見込まれるサステナブル投資テー

マに基づき、日本を含む世界各国の株式に分散投資することにより、信託財産の成長を目指します。実質外貨

建て資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

 

当ファンドは、引き続きほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 
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【マザーファンド】 

主として日本を含む世界各国の株式に分散投資し、成長の可能性が高いと判断されるセクターにおいて、環

境や社会志向等の持続可能な成長が見込まれるサステナブル投資テーマに基づき、魅力的な銘柄に投資する

アクティブ運用を行います。 

 

運用にあたっては、各産業に精通したアナリストによる徹底的な企業調査に基づき、高い利益成長もしくは

持続的な利益成長の可能性が高いと判断される企業に対する投資を継続して行いました。 

 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクターや資本財・サービス・セクターが上位となりました。

国別配分においては、アメリカやイギリスが上位となりました。 

 

  
（注） セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard (GICS)の分類で区分しています。 

（注） 国別配分は、発行体の国籍や事業基盤等を考慮して区分しています。 

 

個別銘柄では、ソフトウェアおよびクラウドサービス会社のマイクロソフトなどを買い増しました。一方、

クレジットカード決済サービス会社のVISA、半導体大手のエヌビディア、半導体受託製造企業(ファウンドリ)

の台湾セミコンダクターなどを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は、期を通じて高い水準を維持しました。   
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ベンチマークとの比較では、金融セクター、情報技

術セクター、ヘルスケア・セクターにおける銘柄選択

が主なマイナス要因となりました。一方、エネルギー・

セクターにおける銘柄選択や、同セクターをアンダー

ウェイトとしたことは主なプラス要因となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることとしました。なお、収

益分配に充てなかった利益につきましては、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行い

ます。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第24期 

2024年７月23日～ 
2025年７月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 34,592  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 
  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、MSCIワールド・インデックス（配当金込み、円

ベース）です。 
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【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

マザーファンドでは、持続可能な利益成長が期待される投資機会として、国連サミットで採択された持続可

能な開発目標(SDGs)に対応する企業に着目しています。 

 

地政学的およびマクロ経済的な逆風は短期的にはストレスとなる可能性がありますが、マザーファンドの

ポートフォリオは景気に左右されない長期的なテーマを中心に構築されています。2025年初来、相対パフォー

マンスの重しとなっている、米国の関税政策の不透明感や企業の利益をめぐる不確実性が解消し始めており、

企業のファンダメンタルズが再び注目されつつあることは朗報と言えます。４-５月に発表された企業決算の

内容は当ファンドの主要なテーマが追い風を受け、保有銘柄企業が堅調なファンダメンタルズを有すること

を裏付けるものとなりました。これは、今後のパフォーマンスに上昇余地があることを示唆していると考えま

すが、市場の不確実性の緩和がさらに進むまでは、長期的な成長テーマを特定し、質の高いビジネスを有する

企業を保有し、規律ある運用を維持することに注力します。 

サステナブル投資の「気候」、「健康」、「エンパワーメント」という３つの投資テーマは、世界の大きな流れ

とともに前進を続けており、このような強力な投資テーマから利益を生み出す企業を見極めることに注力し

ています。 

 

引き続き、「気候」、「健康」、「エンパワーメント」の投資テーマに基づき、魅力的と判断する銘柄に投資す

ることで、信託財産の長期的な成長を目指します。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金つみたて向け） 

○１万口当たりの費用明細 (2024年７月23日～2025年７月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 623  1.595  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (301)  (0.770)  委託した資金の運用、基準価額の算出、法定書類作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (301)  (0.770)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の提供等、口座内で
のファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 21)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 14   0.035   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） ( 14)  (0.035)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 11   0.029   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） ( 11)  (0.029)  有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 19   0.048   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.009)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 14)  (0.036)  その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 667   1.707    

期中の平均基準価額は、39,056円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.65％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

 

   



品 名：90039_119808_024_04_アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金つみたて向け）_1070415.docx 

日 時：2025/09/05 10:29:00 

ページ：12 

 

 

－ 12 － 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金つみたて向け） 

○売買及び取引の状況 (2024年７月23日～2025年７月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド 97,780 643,448 128,514 856,310 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年７月23日～2025年７月22日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 39,106,725千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 28,537,472千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.37   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年７月23日～2025年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年７月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド 1,487,161 1,456,427 10,129,018 
 
（注）単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金つみたて向け） 

○投資信託財産の構成 (2025年７月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド 10,129,018 99.1 

コール・ローン等、その他 94,702 0.9 

投資信託財産総額 10,223,720 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資

産（28,258,901千円）の投資信託財産総額（28,986,560千円）に対する比率は97.5％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝147.47円、１カナダドル＝107.75円、１ユーロ＝172.33円、１英ポンド＝198.82円、１スイスフラン＝184.73円、１

スウェーデンクローナ＝15.41円、１ノルウェークローネ＝14.51円、１デンマーククローネ＝23.09円、１香港ドル＝18.78円、１新台

湾ドル＝5.0105円、１インドルピー＝1.72円です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金つみたて向け） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年７月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 10,223,720,909   

 コール・ローン等 8,172,752   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド(評価額) 

10,129,018,079   

 未収入金 86,530,000   

 未収利息 78   

(B) 負債 89,905,512   

 未払解約金 15,537,422   

 未払信託報酬 74,258,090   

 その他未払費用 110,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,133,815,397   

 元本 2,490,477,872   

 次期繰越損益金 7,643,337,525   

(D) 受益権総口数 2,490,477,872口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 40,690円 
 
(注） 期 首 元 本 額 2,503,507,182 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

275,747,397円、期中一部解約元本額288,776,707円。当期末現

在における１口当たり純資産額4.0690円。 

○損益の状況 (2024年７月23日～2025年７月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 21,060   

 受取利息 21,060   

(B) 有価証券売買損益 161,568,002   

 売買益 192,229,345   

 売買損 △   30,661,343   

(C) 信託報酬等 △  154,861,488   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 6,727,574   

(E) 前期繰越損益金 3,862,819,240   

(F) 追加信託差損益金 3,773,790,711   

 (配当等相当額) (  4,745,721,377)  

 (売買損益相当額) (△  971,930,666)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,643,337,525   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 7,643,337,525   

 追加信託差損益金 3,773,790,711   

 (配当等相当額) (  4,745,721,377)  

 (売買損益相当額) (△  971,930,666)  

 分配準備積立金 3,869,546,814   
 
(注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

(注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬、監査報酬など

の諸費用とそれらに対する消費税等相当額を含めて表示して

います。 

(注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第24期計算期間末における費用控除後の配当等収益額

（5,574円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損

益額（6,717,854円）、収益調整金額（4,745,721,377円）および

分配準備積立金額（3,862,823,386円）より分配対象収益額は

8,615,268,191円（10,000口当たり34,592円）ですが、当期に分

配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金つみたて向け） 

○お知らせ 

2024年７月23日以降において、当ファンドの信託約款について、以下に掲げる事項を内容とする変更を行い

ました。 

 

「投資信託及び投資法人に関する法律」第14条の改正に伴い、所要の変更を行いました。 

 （変更日：2025年４月１日） 
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